
様式２ 

 

 テーマ型共創フロント 募集シート 
 

    ■提案の募集内容について 

募集テーマ サポカー等の普及・啓発について 

提案の募集対象 

（テーマに関連する

事業等の概要） 

市民を対象にした「セーフティ・サポートカー」及び「ペダル踏み間違い時急発進抑

制装置」の普及促進にむけた、認知向上・啓発に係る提案を募集します。 

提案を募集する 

背景・課題 

横浜市では警察や教育機関、地域等と連携して、交通事故防止に取り組んでいます。 

交通事故に関しては、昨今の高齢運転者による「ペダル踏み間違い」に代表される事

故が増加傾向にあり、大きな社会問題にもなっています。 

対策に効果があるとされるのが、「衝突被害軽減ブレーキ」「ペダル踏み間違い時急発

進等抑制装置」を搭載した「セーフティ・サポートカー」通称“サポカー”です。 

 

政府も、高齢運転者による交通事故対策の一環として、サポカーの普及に官民一体で

取り組んでいます。令和２年３月から令和３年 11月まで、高齢運転者を対象にした国

の「サポカー補助金制度」が実施されました。 

 

横浜市でも国のサポカー補助金制度が実施されたことを契機に、交通事故防止に一定

の効果がある、サポカーの周知・啓発をすすめるにあたり、実際にサポカーに乗車し

てもらうことで、サポカー等の有効性を啓発し、市内での普及促進を目指していま

す。 

 

サポカーを取り巻く課題としては、サポカーに触れる機会が少なくサポカーの認知が

進んでいないことが挙げられます。 

そこで、サポカー等の先進安全運転機能について、より多くの人に知ってもらうため

に、いっそう幅広い層への周知が必要と考えています。 

募集対象 

 
※チェックのついたも

のが、今回の募集の

対象です 

 

■ 公民連携の提案及び連携事業者の募集 

  ⇒テーマに関する公民連携の提案・アイデア及び連携事業者の両者を募集するも

のです。 

□ 公民連携の提案のみの募集 

⇒横浜市が今後の事業等の方針や仕様を定めるために、テーマに関する公民連携

の提案・アイデア等のみを募集するものであり、連携事業者を募集するもので

はありません。 

横浜市が希望する 

提案について 

 

１ サポカー等の機能・性能等を周知・啓発する取組 

２ サポカーの体験乗車会など、市民がサポカーを実際に体験できる取組 

 

想定する提案の例 

 

１ サポカー等の機能・性能等を周知・啓発する取組 

 （例）サポカー等の機能を伝えるチラシの作成 等 

２ サポカーの体験乗車会など、市民がサポカーを実際に体験できる取組 

 （例）体験乗車会の実施 等 

 

■提案にあたっての条件 

募集期間 随時 

実施予定時期 随時 ※体験会等のイベント開催については別途調整します。 

提案の形式 

 

様式３の【提案シート】をご提出ください。 

※提案シートの他、企画書や関連資料の添付も可です 

提案の選定方法 
※チェックのある方法

で選定します 

■特に選定をしません（提案内容が妥当であれば採用数を絞込まない） 

□審査等による選定等を実施（提案内容等を審査・選定し採用数を絞込む） 

□提案を参考に、あらためて実施事業者の公募等を実施 

□その他（                           ） 

横浜市から提供でき

るメリット 

体験乗車会等の実施にかかる場所の確保、開催について市民への周知。 

横浜市の予算措置の

可能性 

実施内容により検討させていただきます。 

詳しくは事前にご相談ください。 



様式２ 

その他の留意点 

提案のお申込み先・ 

内容についての 

お問い合せ先 

（事業所管部署） 

横浜市道路・交通政策局交通政策部道路政策課 

TEL 045-671-2323  FAX 045-550-4892 

E-mail do-seisaku@city.yokohama.lg.jp


